
リハビリテーション学科

【科目名】 障害者・障害児心理学Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門分野(公認心理師養成科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リテーションに従事してきた経験から、障害者（児）の疾患への理解とその支援法について講じていきます。
将来、医療・保健・福祉・教育等の分野で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。
※本科目は公認心理師試験の出題基準における指定科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。

【講義概要】

(目的)

　多種多様な障害のある人に心理的な支援を提供するにあたり、障害者・障害児の身体機能及び精神機能に関する基本的な医学・
生理学的及び心理学的知見を習得することを目的とする。
また、障害者・障害児及びその家族等の“こころ”をも推察し、適切な配慮ができるよう、臨床応用にも触れていく。
当該科目と学位授与方針との関連性; R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回、講義スライド資料を配布します。関連資料がある場合にはそれも配布します。

【一般教育目標(GIO)】

身体障害、知的障害及び精神障害について概説できる。
障害児・者の心理社会的課題及び必要な支援について説明できる。
障害児・者の家族や身近な人への支援についての視点ももつことができる。

【行動目標(SBO)】

多種多様な障害を医学・生理学的側面及び心理・社会的側面の両面から理解し、説明することができる。
障害のある人を通して、社会生活上で生じてくるさまざまな問題を理解し、適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

特に指定せず
毎回、講義スライド資料及び関連資料を配布します。

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0 0

発表力 0 20 20

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１ 知的障害
　障害の理解

知的障害の定義
知能検査
知的障害の分類
適応行動の検査
行動障害

２ 知的障害
　適切な支援（家族支援を含む）

療育手帳
知的障害者更生相談所

３ 発達障害の理解と適切な支援①
　広汎性発達障害
　・自閉症
　・アスペルガー症候群

障害の特徴
ソーシャルスキルトレーニング

４ 発達障害の理解と適切な支援②
　注意欠陥多動性障害（AD/HD）

不注意・多動性・衝動性
アセスメント
基本的な対応

５ 発達障害の理解と適切な支援③
　学習障害（LD）

LDの定義
認知処理特性に応じた教育法

６ 発達障害の理解と適切な支援④
　家族支援と適切な養育

７ 精神障害の理解①
　精神障害の定義（範囲）

精神障害の定義（範囲）
　・統合失調症
　・気分障害
　・非定型精神病

８ 精神障害の理解② 　・てんかん　
　・中毒精神病
　・器質性精神障害
　・発達障害
　・その他



９ 精神障害への適切な支援①
　障害等級別による社会支援の考え方

精神障害者保健福祉手帳
　障害等級判定基準より

１０ 精神障害への適切な支援②
　障害等級別による社会保険による生活支援

障害年金

１１ 精神障害への適切な支援③
　就労支援Ⅰ

１２ 精神障害への適切な支援③
　就労支援Ⅱ

１３ まとめⅠ
幼児・学童期の障害児への療育と発達支援

障害児への合理的配慮
家族への支援

１４ まとめⅡ
青年・成人期の障害者への理解と就労・福祉支援

障害者雇用
障害者への合理的配慮

１５ まとめⅢ
障害児・者との共存・共生へ

障害児・者の心理社会的課題


